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今回は、前回検討した「目指すべき将来の姿」を表現す

る指標を考えました。みんなで創るまちづくりの指標づく

りの核の部分に突入です。 
 
■第1２回「きたかみ未来創造会議」の概要 

前回は、基本構想に基づいたそれぞれの分野の具体的な

「目指すべき将来の姿」をまとめる作業を行いました。 

今回は、それを踏まえ、その「目指すべき将来の姿」を

あらわすことができる（可視化：数値化等で表現できる）

指標の検討に入りました。 

 

今回の作業は、市役所の各課が検討しようとする指標、

他市の市民参加型評価で実際に用いられている指標などを

参考にした「指標リスト」から、それぞれの「目指すべき

将来の姿」をあらわす指標を考えるものです。 

 

まずは、分野別に「目指すべき将来の姿」をあらわす指

標を検討するため、担当する部分をメンバーで割り振りし

て、個人ごとに参考となる指標を選びます。 

その後、分野内でほかに必要な指標が無いかを確認し、

随時補足していきました。 

 

そして、分野別に個人それぞれで「目指すべき将来の姿」

に最もあてはまる指標を１つずつ選び、投票します。 

最後に分野内で検討された指標を全員に報告し、作業を

終了しました。 

 

次回は、今回検討された指標のうち、北上市の現状値や

他市と比較できる指標など、データを把握できるものに関

しては、それらを参考にして選ばれた指標がよいかをもう

一度確認するとともに、それぞれの指標がどのような水準

になればよいのかの検討に入ります。 

また、数値化が難しく客観的にまちづくりの成果があら

わせないものに関しては、その指標を構成する要素を再検

討し、可視化できる指標づくりを進めるとともに、分野の

枠を超えた意見交換も行いながら、みんなで共有できる指

標を作成していきます。 

 

新しい年を迎え、きたかみ末来創造会議の議論も佳境に

入ってまいります。メンバー皆さまの積極的なご参加をよ

ろしくお願いします。 

 
 
＜次回案内＞ 

●日時：1月２０日（水曜日）18：30～ 

●場所：市民交流プラザ（ツインモール西館） 
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＜それぞれの目指すべき将来の姿に対しての想定される指標 ※（ ）内は得票数＞ 

分野：保健福祉 

目指すべき将来の姿（具体的に実現したいあるべきまちの将来像） 

A1 出産に対しての不安がやわらぎ、だれもが安心して産むことができる 

出産後の働きやすい

環境が整ったと感じ

る割合(2) 

出生率(1) 
男性が育児休暇を取

る割合(1) 

乳幼児死亡率の減少

(0) 

 

A2 育児に対しての精神的、経済的不安が少なく、親と子供達が健康に暮らせる 

育 児 環 境 が 整 備 さ

れ、安心して子育て

が出来たと感じる割

合(2) 

子育てサークルの利

用者数(2) 
育児休暇利用率(0) 

 

 

A3 働きながら子育てしやすい保育環境が整い、だれもが安心して子供を育てられる 

育児に対して不安を

持つ人の割合(1) 

保育園の待機児童数

(1) 

男性が育児休暇を取

る割合(1) 

放課後児童クラブ数

(1) 

 

A4 育児相談が気楽にできる環境が整い、地域とともに責任をもって子どもを育てられる

育児環境への満足度

(4) 

育児に対して不安を

持つ人の割合(0) 

地域子育て支援セン

ター利用者数(0) 

地域内で安心して子

どもを育てられるを

感じる割合(0) 

 

A5  年をとっても、障がいがあっても必要に応じて支援や福祉サービスを受けられる 

高齢者のボランティ

ア活動、地域活動へ

の参加率(3) 

障がい者雇用率(1) 
専門的資格をもって

携わる人の数(0) 

 

 

A6 高齢者が身体的、精神的に健康で安心した生活を送り続けることができる 

高齢者のボランティ

ア活動、地域活動へ

の参加率(2) 

生きがいを持ってい

る高齢者の割合(1) 
高齢者雇用率(1) 

 

 

A7 障がい者が自立した生活を実現できる環境がある 

障がい者雇用率(2) 
福祉施設から一般就

労への移行数(1) 

授 産 施 設 利 用 者 数

(0) 

 

 

A8 
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A9 積極的な健康づくりと疾病予防によって市民が充実した暮らしを送ることができる 

１人あたりの医療費

(3) 
特定検診受診率(1) 

生 活 習 慣 病 罹 患 率

(0) 

 

 

A10 かかり医制度の充実と医療機関の開かれた連携によって、情報提供システムができ

適切な医療サービスを受けられる 

開業医と総合病院の

連携の充実が感じら

れる割合(4) 

医療サービスへの満

足度(0) 

医師、歯科医師数が

充実してきたと感じ

る割合(0) 

 

 

A11 病院や地域でのリハビリテーションが充実している 

介助ボランティア数

(2) 

リハビリ専門医の増

加(2) 

障がい者や高齢者を

持つ家族の中で、身

近に相談できる人や

期間がある人の割合

(0) 

 

 

A12 地域で、互いに支え合い知恵を出し合って、誰もが安心して暮らせる 

人口当たりの自殺率

(3) 

地域内で安心して子

どもを育てられるを

感じる割合(1) 

乳幼児、児童虐待件

数(0) 

 

 

A13 身体的・社会的・経済的などあらゆる不安や困難に陥ったときに安心して話せる 

不安に陥った時に相

談できる場所がある

と 感 じ る 人 の 割 合

(3) 

地域での福祉活動へ

の参加者数(1) 

見守り活動を行って

いる人の数(0) 

 

                     

A14 
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＜それぞれの目指すべき将来の姿に対しての想定される指標 ※（ ）内は得票数＞ 

分野：教育文化 

目指すべき将来の姿（具体的に実現したいあるべきまちの将来像） 

B１ 特色ある教育の実践と進学の支援により、優秀な人材が生まれている 

学びたいことがある

子どもの割合(2) 

標準学力検査及び学

習定着度状況調査に

おける正答率の上昇

(1) 

学校が楽しいと感じ

る児童、生徒の割合

（小学生、中学生）

(1) 

就職率(0) 

 

B2 地域・家庭の連携により、子どもたちが活き活きと生きる力を育む学習環境が整って

いる 

地域の人で学校教育

に 関 わ っ た 人 の 数

(3) 

この１年で人に親切

にしたことがある中

学生、高校生の割合

(1) 

  

                 

B3 高等教育機関が創設されていることによって、より教育内容が豊かになっている 

学びたいことがある

子どもの割合(2) 
就職率(1) 

教育内容への満足度

(1) 

児童生徒のボランテ

ィア参加率(0) 

学校が楽しいと感じ

る児童、生徒の割合

（小学生、中学生）

(0) 

中途退学率(0)   

 

B4 より多くの市民が自ら質の高い生涯学習の機会を創出することによって、より豊かな

生活を送っている 

生涯学習によって、

豊かな生活を送るこ

とができていると感

じる人の割合(3) 

市民１人あたりの図

書館からの貸出冊数

(1) 

市内生涯学習事業へ

の参加者数(0) 
 

   

B5  

 

 
   

B6   

 

 
   

   

B7 産官学が提携することによって、先端技術を取得できる教育環境がある  

職場からの受講者数

（一般）(3) 

産学官連携における

講座数(1) 
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B8 誰もが健康や競技など、それぞれの目的にあったスポーツを、目的にあった指導によ

り実践することができる 

定期的にスポーツを

行っている人の割合

(3) 

年齢型スポーツ施設

の数(1) 

スポーツ環境に対し

て満足している人の

割合(0) 

 

 

B9 

 

 
   

 

B10 守り育ててきた民俗芸能や文化財の価値を市民が理解し、次世代につなげることが

できる 

15～30 歳の若者の

中で、伝統文化を継

承しているグループ

に所属している人の

割合(2) 

関連事業への参加者

数(1) 

関連事業予算の増減

率(1) 

民族芸能を発表する

機会の数(0) 

民俗芸能団体連合会

への加入数(0) 

関連事業への支援活

動参加者数(0) 

関連事業における満

足度(0) 
 

 

B11 市民誰もがさまざまな文化活動に触れる環境が整い、地域の特性を生かした生活を

送ることができる                          

文化活動に触れてい

る市民の割合(2) 

芸術文化活動の総参

加者数(1) 

教育文化施設の利用

者数（詩歌文学館、

博物館など）(1) 

豊かな文化活動があ

ると感じる割合(0) 

 

B12 さまざまな国際文化に触れる環境が整い、多様な価値観を受容し、さまざまな文化

と交流できる人材が育っている         

国際理解教育が充実

していると思う人の

割合(3) 

国際交流ボランティ

ア数(1) 
  

 

B13 
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＜それぞれの目指すべき将来の姿に対しての想定される指標 ※（ ）内は得票数＞ 

分野：産業雇用 

目指すべき将来の姿（具体的に実現したいあるべきまちの将来像） 

C1 農業・商業・工業が特徴を活かした連携によって、多様な発展を続け、魅力がある職

場が生み出されている 

魅力ある職場がある

と思う割合(3) 

農商工連携新規事業

数(1) 

地場産品を売ってい

る店舗数(0) 

市内産の農産品を進

んで購入する人の割

合(0) 

 

C2 

 

 
   

 

C3 

 

 
   

 

C4 それぞれの商店が独自の発想と資源の組み合わせにより、魅力ある商店街をつくり出

している 

市内の商店街で主に

買い物をする市民の

割合(3) 

店舗数（事業所統計

に基づく卸、小売、

飲食、サービスの各

業）(1) 

中心市街地歩行者数

(0) 

地場産品を売ってい

る店舗数(0) 

 

C5 北上独自の産業構造が構築され、安定した産業・雇用形態が形成されている 

有効求人倍率(3) 
１人当たり分配所得

額の向上(1) 
市内経済成長率(0)  

                  

C6 様々な資源を活かした、通年型観光の仕組みが構築されている 

年間観光客数(2) 観光宿泊者数(1) リピーターの数(1) 
体験型観光の問い合

わせ数(0) 

 

C7  

 

 
   

 

C8 
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C9 市民が農業の大切さを理解し、地域全体で農業を支え、安心安全な食料が提供されて

いる 

市内産の農産品を進

んで購入する人の割

合(3) 

地産地消率（学校給

食）(1) 

農 業 体 験 参 加 者 数

(0) 

産 地 直 売 所 販 売 額

(0) 

 

C10 農業所得が向上し、新たな就農者が生まれ、安定的な農業経営ができる環境がある

市内産の農産品を進

んで購入する人の割

合(3) 

新規就農者数(1) 
地場産品を売ってい

る店舗数(0) 

１人当たり分配所得

額の向上(0) 

       

C11 

 

 
   

 

C12 さまざまな先端技術の教育が受けられる環境が整っている 

訓練施設の数(3) 資格取得者数(1) 
職業訓練施設の延べ

訓練人数(0) 
市内経済成長率(0) 

 

C13 産業分野で活躍できる人材が育成され活躍することによって、地元産業が発展して

いる 

地元への就職率(2) 

ものづくり体験教室

等ものづくり人材育

成の受講者数(2) 

職業訓練施設の延べ

訓練人数(0) 
市内経済成長率(0) 

 

C14 
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＜それぞれの目指すべき将来の姿に対しての想定される指標 ※（ ）内は得票数＞ 

分野：生活環境 

目指すべき将来の姿（具体的に実現したいあるべきまちの将来像） 

D1 北上の自然を市民が共通の財産としてとらえ、それを次世代につなげることができる

次世代につなげる取

り組みを行っている

人の割合(4) 

自然を大切にしたい

と 感 じ る 人 の 割 合

(0) 

環境学習講座受講者

数(0) 

緑などの自然環境な

どに満足している市

民の割合(0) 

 

D2 里山・農村などの保全・整備によって、自然と共生を維持することができる 

野生動植物種類(2) 
水辺で生息している

生物の種類(2) 
  

              

D3 自然破壊や人体に影響を与える公害を出さず住み良いまちとなっている  

大気汚染物質に係る

環境基準適合率(3) 

環境が良く、住みよ

いと思っている人の

割合(1) 

一般道路交通騒音に

係る環境基準適合率

(0) 

 

            

D4 新エネルギーの導入などにより、CO₂の削減に向けた仕組みが構築されている 

総二酸化炭素排出量

(4) 

低 公 害 車 導 入 台 数

(0) 

クリーンエネルギー

の発電量(0) 
 

          

D5 

 

 
   

 

D6   

 

 
   

 

Ｄ7 市民、企業、行政それぞれで３Ｒ(リサイクル・リユース・リデュース)などごみ減量

のシステムが構築され、循環型の社会が形成されている 

資源回収率(4) 

ごみをださないよう

に取り組んでいる人

の割合(0) 

市民、企業、行政そ

れぞれの取り組み割

合(0) 

 

        

D８ 不法投棄がなく、ごみ分別のマナーが守られ、きれいなまちになっている 

不 法 投 棄 発 生 件 数

(2) 

まちにごみがなくき

れいだと思う人の割

合(1) 

ごみステーションか

ら回収されないごみ

の量（件数）(1) 
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D9  

 

 
   

 

D10  

 

 
   

 

D11 地域・家庭・学校などさまざまな防犯体制の連携によって、犯罪のない市民誰もが

安心して安全に住めるまちになっている 

犯罪件数(3) 

安全に安心して住め

ると感じる人の割合

(1) 

青少年の犯罪、補導

件数(0) 
 

 

D12 防災のための組織・連携構築と、災害に強い施設設備の充実によって市民の生活を

守る 

防災組織活動数(4) 
耐 震 診 断 実 施 戸 数

(0) 

耐 震 改 修 実 施 戸 数

(0) 
 

      

D13 市民が高い防犯・防災意識を持って、市民自らが生活を守ることのできる環境があ

る 

常に防犯防災に対し

て、対策を行ってい

る人の割合(4) 

防 災 訓 練 参 加 者 数

(0) 

けが人、病人に応急

手当が出来る人の割

合(0) 

 

 

D14 地域で災害発生ポイントが共有され、安全な避難経路や避難施設が平時から理解さ

れている 

避難経路や避難施設

を理解している人の

割合(4) 

交通事故発生件数、

死傷者数(0) 

交通安全教室、啓発

活 動 へ の 市 民 参 加

(0) 
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＜それぞれの目指すべき将来の姿に対しての想定される指標 ※（ ）内は得票数＞ 

分野：基盤整備 

目指すべき将来の姿（具体的に実現したいあるべきまちの将来像） 

E１ 身体的・社会的などの背景が異なる全ての市民が不自由なく社会サービスを享受で

きる 

バリアフリー整備施

設数(3) 

公共施設の外国語案

内数(0) 

市内を車で移動する

ときにスムーズにで

きていると思ってい

る人の割合(0) 

 

                    

E２ ひとにやさしく心地よく歩けるまちになっている 

市内に歩きやすい道

路環境があると感じ

る人の割合(3) 

歩道整備率(0) 
通学路における歩道

整備率(0) 

道路に対する苦情数

(0) 

 

E３ 生活と産業を支える安定した上水道サービスが継続的に行われている 

水道法に定められた

水 質 基 準 の 達 成 率

(2) 

上水道サービス苦情

数（苦情内容）(1) 

水道水を飲料水とし

て飲む人の割合(0) 
 

               

E4 下水機能の整備・利活用がされ、快適になっている 

水洗化率(2) 下水道普及率(1) 
汚水処理施設整備率

(0) 

排 水 区 域 の 整 備 率

(0) 

              

E５ 

 

 
   

 

E6 交通拠点との効率的な道路の整備によって生活・産業を支える道路ネットワークが構

築されている 

地域回遊歩行者や交

通弱者等すべての利

用者の安全な通行が

できていると感じる

割合(3) 

市内を車で移動す

るときにスムーズ

にできていると思

っている人の割合

(0) 

交差点滞留時

間(0) 

市 道 改 良 率

(0) 

市 道 舗 装 率

(0) 

 

E7 効果的な除雪や道路補修により、安全な道路環境が構築されている 

道路交通に対して不

便だと感じる人の割

合(2) 

除雪に対する苦情数

(1) 

協働により行われた

事業について満足し

て い る 市 民 の 割 合

(1) 

道路に対する苦情数

(0) 
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E8 高度情報網を使ったサービスによって、市民が生活機能の維持・充実している 

情報化によって便利

だと感じている人の

割合(2) 

高度情報サービス整

備率(1) 

電子行政サービス利

用者数(0) 
 

 

E9 

 

 
   

 

E10 持続可能な公共交通と地域での補完的交通により、市民誰もが快適に生活できる 

公共交通の利便性が

高いと感じる市民の

割合(3) 

公 共 交 通 利 用 者 数

(0) 

通学、通院や買い物

で不便を感じている

人の割合(0) 

 

 

E11  

 

 
   

 

E12 自然と都市の調和の取れた計画的なまちづくりによって持続可能な都市構造にな

っている 

目的別に区分けされ

た土地利用が進めら

れていると思う人の

割合(2) 

ずっと北上市に住み

たいと思う人の割合

(1) 

市民の公園に対する

満足度(0) 
 

 

E13 各地区と中心市街地が連携し、市民誰もが生活に必要なサービスを受けることがで

きる 

公共交通の利便性が

高いと感じる市民の

割合(2) 

各地区から、中心市

街地に気楽に簡便に

行けると感じる割合

(1) 

地域回遊歩行者や交

通弱者等すべての利

用者の安全な通行が

できていると感じる

割合(0) 

 

 

E14 
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＜それぞれの目指すべき将来の姿に対しての想定される指標 ※（ ）内は得票数＞ 

分野：推進体制 

目指すべき将来の姿（具体的に実現したいあるべきまちの将来像） 

F1 市民・企業・行政・議会がそれぞれの自治における役割を理解しそれを果たすことが

できる 

自治における市民の

役割を理解している

人の割合(2) 

セクターごとの自治

活動数(2) 

協働を行うことがで

きる市民活動団体数

(0) 

積極的な協働が北上

にあると感じている

人の割合(0) 

      

F2 全ての世代がまちづくりを自主的に関わっており、より満足感のある社会になっている 

住んでいる地域に愛

着を持っている人の

割合(2) 

自分の生まれ育った

地域に住み続けたい

と思う人の割合(0) 

積極的な協働が北上

にあると感じている

人の割合(0) 

まちづくりへの参加

者数(1) 

現在の市民参画のあ

り方に満足をしてい

る人の割合(1) 

社会活動をしている

人の割合(0) 

地域づくり活動参加

者数(0) 

協 働 事 業 参 加 者 数

(0) 

                                      

F3   

    

 

F4  それぞれが特色を活かした地域づくり活動が実践され、誇りと愛着をもった人・地

域が形成されている                           

住んでいる地域に愛

着を持っている人の

割合(2) 

地 域 づ く り 活 動 数

(1) 

自分の生まれ育った

地域に住み続けたい

と思う人の割合(1) 

 

                

F5 活発な地域活動に行われており、生活機能が維持されている 

自分の生まれ育った

地域に住み続けたい

と思う人の割合(2) 

地 域 づ く り 活 動 数

(2) 

４０歳未満の市民活

動への参加率(0) 
 

            

F６ 

    

 

F7 市民・企業・行政がそれぞれの立場を理解し、責任と役割のもとに、互いの長所を活

かした協働ができる  

協働事業数(2) 

多くの市民・企

業が参画した事

業数(1) 

協働を行うこと

ができる市民活

動団体数(0) 

市民企業による

公的サービスが

充実していると

感じている人の

割合(0) 

市民が計画段階

から参画した事

業数(0) 
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F8 多くの協働があり、多様なサービスがうけられている 

積極的な協働が北上

にあると感じている

人の割合(2) 

市民企業による公的

サービスが充実して

いると感じている人

の割合(2) 

公共サービスへの参

入企業・団体数(0) 
 

            

F9 

    

 

F10  

    

 

F11  

    

 

F12 みんなで情報を共有し、一緒に話し合える場があり、市民が共感をもつ公的サービ

スが実現出来ている              

市民企業による

公的サービスが

充実していると

感じている人の

割合(3) 

市民参画による

政 策 評 価 実 施

(1) 

行政サービスへ

の満足度(0) 

市政情報の非理

解者、問い合わ

せ件数(0) 

情報開示請求数

(0) 

 

F13 施策優先度と市民ニーズが反映され、公共サービスを継続的に提供できる財政基盤

が構築されている 

会計単位、連結全体

での起債残高(2) 

税金が有効に使われ

ていると思う人の割

合(2) 

経常収支比率(0)  

 

F14  

    

 

F15 国・県・他市町村と効率的な役割分担の仕組みが構築されており、効果的な公共サ

ービスが実現している 

国県市の役割につい

て、異なる立場の主

体者が話し合った数

(4) 

この１年で縦割り行

政の不都合を感じた

ことのある市民の割

合(0) 

この１年で縦割り行

政の弊害を感じたこ

とのある市職員の割

合(0) 

 

 

Ｆ16 
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＜ふりかえりカードから＞ 

○参加者が少なく、１人で３～４項目について指標を

考えたので、時間がなく、じっくり考えることがで

きなかった。 

 

○時間が足りなかった。（頭の切り換え） 

 

○ベンチマーク、ベンチマーキング的他市町村との指

標比較などもありそうで次からも楽しみです。新し

い指標づくりももう少しやってみたいところで、次

からのもみ直しも楽しみです。 

 

○時間があれば、指標選びの前の指標づくりもやりた

かった。 

 

○時間が足りない。不充分。「想定される指標」は、ど

こから選択されたものなのか？〝目指すべき将来の

姿〟にあてはめると、理解できない指標があり。 

 

○指標設定の難しい題もあったが、良くまとまったと

思う。 

 

○指標については、まだまだ多く見出せそうな気がし

た。 

 

○指標が示されたことでより具体的にイメージできる

ようになったが、“…と感じる人の割合”という指標

が多く、実際に調べるのは難しいだろうと感じた。 

 

○今日も楽しくできました。交通安全のめざすべき将

来像がなくビビリました。さて、第２ステージ、忘

年会も楽しみます。スタッフの皆さま１年間おつか

れさまでした。 

 

○グループ内の協力で進行がスムーズにできました。

２０１０年度も欠席しないように参加したい。 

 

○将来像の文章そのものに、たくさんの内容と思いが

込められているので、数ある中から短時間で指標を

選択するのはなかなか大変でした。不安を感じなが

らも選択するという勇気と決断が求められた感じが

しました。 

 

○遅れて申し訳ありませんでした。 

 

○参加者が少なく残念。 

 

○欠席することがしばしばでしたが、未来創造会議が

進展されて素晴らしい将来像が浮き彫りとなり、楽

しみが増してきたように感じます。 

 

○グループ内５人で話し合うことは狭い内容になって

いることが残念です。 

 

○言葉を指標にすると難しい。目標を具体的にすると

問題も具体的になるものですね。次はよりハッキリ

とした指標を目指します。 

 

○〝未来〟を〝創造〟する会議である。これを現実視

すればかなり困難と思われるが、なかなか夢があり、

楽しい。 

 


